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［目 的 ］ 1989 年 以 来 ，わ れ わ れ は 経 膣 超 音波 断 層

法 に よ る 卵巣 癌 の 集 団 検 診 を試 み ，そ の 臨 床的 意

義 に つ き検 討 し た 。［方 法 ］検 診車方 式 に よ る 子

宮 癌集 検 受 診者 全 例 を 対 象 と し ， 子 宮 頚部 細胞 の

採 取 ，内診 に 引 き続 き，経膣 超 音波 断 層 法 に よ る

卵巣 癌 の ス ク り 一ニ ン グ を行 っブこ 。要 二 次 検 診 と

さ れ た もの に は ，経 膣 超音 波断 層 検査 の 再 検 査 と

CAMPAS 　OV −1ma 査 を行い ，要精検群 ， 要経過観 察

群 ，経 過 観 察不 要群 の 3 群 に 分 類 し 广こ 。要 精 検 群

に 対 し て は ，CT ，MRI な ど の 検 査 を行 い ，要 治 療

群 と 要厳重 経過 観 察群 に 分 類 し た 。要治療 群 に 対

し て は ，腫 瘍 を 摘 出 の う え 病 理 組 織学 的 検討 を行

っ た 。要 厳 重 経過 観察 群 に 対 し て は ， 1 ヵ 月毎 の

経過 観 察 を 行 い ， そ の 成績 に よ り必 要時 に 腹腔 鏡

検査 や 穿刺 細 胞 診 を 行 っ た 。［成 績 ］（1）平成元 年

4 月 よ り平 成 2 年 9 月 ま で ec　IOI回 ，
10，878名 の

一

次 険診 を行 っ r 。 （2）要 二 次検 診 者 は 643 名 （要 二

次 検診 率 5．9 ％ ）で あ っ た 。 452 名 が 二 次 検診 を

受 診 し，要精 検 群 66名 （14，5％ ）， 要経過観察群 287

名 （63、　4 ％ ）， 経 過観 察 不 要群 99名 （22．1％ ）に 分類

さ れ た 。要精 検 群 66名 は ，35 名 の 要 治 療群 と 31名

の 要厳 重 経過 観 察群 に 分 類 さ れ rこ 。  要 治療群 35

名 中 26名 に 対 し 腫瘍 を摘出 の う え病理 診断 を行 っ

广こ 。そ の 成績 は ，皮様嚢腫 10例 ，漿液 性嚢 胞腺 腫

8 例 ，
ム チ ン 性 嚢胞 腺 腫 2 例 ， 子 宮 内膜 症性嚢 胞

2 例 ， 副 卵 巣嚢 腫 1 例 ，有 茎 性 漿 膜 下筋 腫 1 例 ，

子宮 留 膿 腫 1 例 と 卵巣 悪性 腫瘍 （卵黄 嚢 腫瘍 ，臨

床 進 行 期 lc 期 ） 1例 で あ っ に 。［結論 ］子 宮 癌 集

検 受診 者 IO，878 名 ILつ き ，経 膣超 音 波断 層検 査 に

よ る卵 巣癌 の ス ク リ ーニ ン グ を 実施 し た 。 1 例 の

早 期 卵 巣悪 性腫 瘍 が 発 見 さ れ ，卵巣 癌集 検 と し て

経 膣 超 音波 断 層 法 の 有 用 性 が 確認 さ れ に 。

〔目的 〕癌化学療法時 に み られ る 口 内炎 の 予防効

果を allopurino1 含嗽水 （以 下 allo 水 ）を 作成 し て

randomized 　 control 　 study で 検討 し た 。 ま た ，口

内炎発生 症例 に 対す る効 果 も検討 した 。

〔対象症例と方法 〕子宮癌に 対す る化学療法CDDP

（80耀 ！が ｝← 5FU （750ngt ηd，　 day1 −5，　 continuous ）

（以下 PF 療法 ）を 15症例に 、絨 毛性疾患 に 対 す る

化学療法 MTX （15ngtnt
’
，day1−4，continuovs ）十 Act

− D （0．35　n9　，i　nt 　，　day　l−4，bolus）十 VP −16（120ngtm
’
）

（以下 MAE 療法 ）を 6 症例 ， 合計21症例で あ る 。

allo 水 は carboxymetylcellulese 　tC　allopurinol を 溶解

し作成 し（1ngt”e），抗癌剤投与前後 に 1日 4 〜5

回含 嗽 させ た 。 治療効果 は 癌治療学会 の 口 内炎副

作用判定基準を 用 い た 。

〔成績 〕PF 療法群 で は allo 水非投与群の 口内炎の

程度 は 平均1，9で あ り，allo 水投与群 は 平均 0，2 で

あ っ た 。MAE 療法群 で は allG 水非投 与群 の 口 内炎

の 程 度は 平均 2．3で あ り ，allo 水投与群 は平均 1．3

で あ っ た 。ま た 、非投 与症例 で 発生 し た 口 内炎 も

allo水 投与 に よ り，口 内炎 に 対 する他 の 薬 剤投与

例 に 比 較 し速 や か に 改善 し た 。

〔結論 〕aUo 水 は 癌化 学療 法 時に 発 生 す る 口 内炎

に 対 し，予防 ・治療 い ず れ に対 し て も著 し い 効果

を 認 め ，副作用と して 口 内炎 が み られ る 薬剤 を 使

用 す る と き に は ，積極的に使用す る有用性が 確認

された 。
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